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（論文審査の要旨）

当院では腹腔鏡下婦人科手術に対し全身麻酔に側方TAPブロックもしくは後方

c TAPブ、ロックを併用しており、その術後鎮痛効果を比較した。腹腔鏡下婦人科手
｜術後 1,2,6,12,24時間後の安静時VASスコアと翌日早朝の体動時VASスコア、ま

た、翌日までの追加鎮痛薬（ペンタジン 15mg）の使用回数を側方 TAP33症例、後

方 TAP34症例で比較した。側方 TAPの術後 1,2,6,12,24時間後の安静時中央

VAS(25%タイルー75%タイル）値は、 3.0(3-4.5),4.0(3.ふ5),4.5(4-6), 3.5(3・4),

3.0(34）であるのに対して、後方 TAPでは、 2.0(1.5-2),2.0(1.5-2.5), 2.8(2齢3.5),

2.0(1・2),2.0(1・2）であった。翌日の体動時 VAS値は側方 TAP5.0(4”7）に対して、

後方 TAPでは 3.0(2.5-3.5）であった。追加鎮痛薬の平均回数（標準差）は側方

TAP3.0(1.1）、後方 TAPは 1.4(0.5）であり、すべての項目に対して側方 TAPは後

方 TAPと比較して有意に低いことが示された。

以上より、後方TAPの術後 24時間の鎮痛効果の方が側方TAPよりも良好であ

り、側方 TAPと比較して後方 TAPには広範囲の脊髄神経前枝の遮断効果および

cl内臓矯への効果があることを示した。この結果は学術的に意義があり 学術論文
に値すると判断する。
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